東海道五十三次を歩く　

高橋正子

　川崎宿（二月十七日）

　東海道五十三次の川崎宿に出かける。遺跡と言われるものはないが、本陣跡、中本陣跡、などという跡だけがわかって、標が立っている。道中にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いさご),砂子)の里資料館があって、広重の東海道五十三次の浮世絵や葉書などを学芸員が作って売っている。一冊千円の「広重二大街道浮世絵展」と、絵葉書を二枚買った。

　川崎宿の行き当たりは、六郷川（多摩川）で、たもとに川崎大師から寄付された常夜灯と、明治天皇が東京遷都で、この川を渡られた記念碑がある。舟を川幅に二十三艘並べ、その上に板を渡して、渡られたということだ。そのときの絵がレリーフとしてあるが、川の蛇行の具合は、今と少しも変わっていない。広重の浮世絵の六郷の渡しの川の曲がり方も同じである。絵から見る地形は、変わっていないのも面白いことだ。六郷川のたもとに立って見ると、羽田があるあたりは、六郷川の蛇行する水が青く見えて、のどかな雲が浮かんでいる。ここから渡しに乗れば、向こうは江戸。大田区となる。

　河川敷には、野球のグランドが四面、テニスコートが五面ある。橋を下ってすぐに、小さな公園があるので、立ち寄る。小便小僧の噴水がある。長くも居れないので、帰りの駅を探す。街を少し歩いて聞けば、京急線の「六郷川土手駅」がすぐそこにあるという。ガード下の切符を売るだけの駅で、向かいに、これもガード下だが、コーヒーが飲める店がある。清潔そうなので入ってみる。コーヒー一杯二百十円、ドーナツ百三十円。あんぱん百十円。こういったものを注文。主婦やちょっとした旅行者、サラリーマン風の人がいて、電気スタンドも用意されている。小休憩のあと、この駅から川崎まで乗った。

　帰宅してから、浮世絵の本を冒頭から読む。「江戸庶民の臥遊の山水ーー街道浮世絵の楽しみ」（小林忠　文）は、面白かった。臥遊とは、絵を見てそこに遊んだ気持ちになることであるらしいが、旅にあこがれた庶民に広重の絵が受けたようだ。広重の先に英泉という浮世絵画家の絵があったが、この人の絵は人物中心の風俗を描いていたので、広重の風景中心のほうに人気が移ったらしい。広重の絵のシンプルさと哀愁を帯びたところが人気を得たようだ。

　　春浅し六郷川に常夜灯

　　
　神奈川宿（二月十日）
　神奈川宿の西は、横浜駅の近くの台町で終わっているが、そこから西の街が栄え、そこに横浜駅と横浜港があり、流行の歌となった繁華街もある。神奈川宿は、江戸時代には、栄えたと思われるが、それは、昔のことであって、今は、少し寂れている。
　二月十日には、信之先生がネットで検索して、神奈川宿の梅見に出かけた。二〇〇二年の梅の素晴らしい写真を頼りに出かけたわけだが、本陣跡の滝の川の遊歩道の梅十本ほどが、京浜国道の下で、幹は哀れに煤けていた。でも匂いは、さすが、遠くからも漂ってきており、散った花びらが川を流れていた。わずかに、松並木があったが、「東海道」と呼ばれた面影はとっくに消えているようだった。ヘボン博士が施術所として使った宋興禅寺も、現代風な切り妻屋根の洋風な建物の寺に建て替えられていた。これも、探梅のひとつとなった。

　　梅の香を息に吸い込み歩きけり

　　　宗興寺

　　牡丹の芽ヘボン博士のレリーフに

　　　
　保土ヶ谷宿

　保土ヶ谷宿は、信之先生の一人旅となった。
　戸塚宿～藤沢宿（十二月十五日）
　戸塚宿から藤沢宿まで約十キロほどの東海道を歩いた。靴は、踵から着地できるよう設計されたウォーキングシューズ。この靴が頼りとなる。手袋と帽子、自分で編んだモヘアの小さいマフラー、いつものポーターの革リュックという出で立ち。朝八時過ぎに家を出て、グリーンライン・ブルーラインを乗り継いで、戸塚まで。結構乗っている時間が長いので、「東海道を歩く」という歩き方の本を読む。

戸塚の駅に降り立って、吉田茂を怒らせた「開かずの踏切」を渡る。わかりにくいのだが、右手に行って、家康の側室のお万の方が建てた清源院長林寺へ。奥のほうに芭蕉の句碑があった。万両は、人の背丈ほどありそうなのがある。黄色い千両と赤い千両も。水仙は、冠のようなところも白く、純白の水仙である。

　観るほどのものはなく、十五分ほどいて東海道となる道を行く。写真に収められる花があれば撮るつもりである。道端に、案内標識が出ていて、澤辺本陣跡とか、上方見附跡、お軽勘平の碑、松並木跡などがあった。

　藤沢宿に近づくと、遊行寺がある。遊行寺は通称で、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょうじょう),清浄)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こう),光)寺といい、時宗総本山の寺院。境内には、樹齢六六〇年、樹高三十一メートルの大銀杏があった。一遍上人の念仏する姿の像もある。

遊行寺を過ぎて、藤沢宿の本陣跡あたりを見て、藤沢宿の町並みを見る。紙問屋らしい古い造りの家が残っていたり、老舗の豊島屋という「松露羊羹」で知られる店もある。お茶屋には、古い茶壷などもあった。昔ながらの商いの店がこじんまりと並んでいる通りである。この通りが藤沢本町通りで、その端にある小田急の藤沢本町駅近くの喫茶店で、遅い昼食をとり、きょうの東海道の歩き旅の終わりとした。

　　　藤沢宿遊行寺坂

　　きらきらと靴かがやかせ冬の坂

　　　藤沢宿

　　栴檀の実に藤沢の白き雲
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